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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

台
風
や
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
全
国

各
地
で
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
京
都
府
に
お

い
て
も
今
年
８
月
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
府

南
部
地
域
を
中
心
に
３
千
を
超
え
る
家
屋

浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
京
都
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
関
係
機

関
の
皆
様
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ
て
復
旧

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
被

災
地
に
は
、
府
内
外
か
ら
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
復
旧
支
援
、
被
災

者
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
支
援
く

だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
温
か
い
御
支
援
に
よ
っ
て
、

互
い
が
思
い
や
り
、助
け
合
う
「
こ
こ
ろ
」

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
「
こ
こ
ろ
」
を
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
、
核
家
族
化

の
進
展
や
人
と
人
と
の
絆
の
希
薄
化
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
社

会
に
お
け
る
教
育
力
が
低
下
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
成
長
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て

き
て
お
り
ま
す
。
大
津
市
の
中
学
校
で
の

い
じ
め
を
め
ぐ
る
問
題
を
は
じ
め
、
深
刻

な
い
じ
め
や
児
童
虐
待
に
よ
っ
て
、
尊
い

命
が
失
わ
れ
る
事
態
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
は
、
大
変
悲
し
む
べ
き
状
況
で
あ
り
、

胸
が
痛
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
悲
し
い
出
来
事
を
な
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

改
め
て
、「
命
」
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
は
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
っ
て
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い

う
姿
勢
に
立
ち
、
家
庭
と
学
校
、
地
域
と

の
連
携
を
強
化
し
て
徹
底
し
た
い
じ
め
対

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
残
念
な
が
ら
い
じ
め

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
ま
わ
り
の
大
人
た

ち
が
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
、
し
っ
か
り

と
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
取

組
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
国
と
地
方

自
治
体
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、

子
育
て
に
対
す
る
政
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
と

も
国
と
地
方
の
間
で
十
分
議
論
を
重
ね
、

よ
り
よ
い
政
策
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
京
都
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
に

「
行
政
運
営
の
基
本
理
念
・
原
則
と
な
る

条
例
」
を
定
め
、
そ
の
前
文
に
「
府
民
一

人
ひ
と
り
の
尊
厳
や
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

た
め
に
、
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
つ
な�

�

が
り
、
支
え
合
う
社
会
を
築
く
」
よ
う
努

め
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
認
識
を
府
民
の
皆
様
と
共
有

し
て
府
政
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
も
、
幼
児
が
互

い
に
か
か
わ
り
を
深
め
る
中
で
相
手
を
尊

重
し
、
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
、
そ
う

い
う
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
地

域
社
会
の
た
く
さ
ん
の
大
人
の
愛
情
で
包

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
と
り
わ

け
社
会
生
活
の
第
一
歩
と
な
る
幼
稚
園
で

の
先
生
方
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
御
指
導
が
、

何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
子
ど
も
の
立
場
、
子
ど
も
の

視
点
を
大
切
に
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭

や
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
、
子
育
て
や
家

庭
生
活
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
、
互
い
が
思

い
や
り
、
支
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
理
解
、
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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９
月
７
日
、
文
部
科
学
省
は
財
務
省
へ

提
出
す
る
平
成
２５
年
度
の
概
算
要
求
の
内

容
を
公
表
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
関
係
予
算

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

　
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等

補
助
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
総
額
で
前
年
度
の
予
算
額

１
０
０
５
億
３
８
０
０
万
円
か
ら
２４
億
４

９
０
０
万
円
増
（
対
前
年
度
比
２．４
％
ア
ッ

プ
）
の
１
０
２
９
億
８
７
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
一
般
補
助
分
は
７
億
９
７
０

０
万
円
増
（
対
前
年
度
比
０．９
％
ア
ッ
プ
）

の
８
９
２
億
３
０
０
０
万
円
の
要
求
。
特

別
補
助
分
は
、１４
億
７
８
０
０
万
円
増（
対

前
年
度
比
１５
・
６
％
ア
ッ
プ
）
の
１
０
９�

億
２
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〔
経
常
費
助
成
費
補
助
・
幼
稚
園
分
〕

　
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

の
幼
稚
園
分
は
、
１２
億
４
９
０
０
万
円
の

増
額
要
求
（
対
前
年
度
比
３．９
％
ア
ッ
プ
）

で
、
総
額
３
３
５
億
２
３
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
幼
稚
園
分
の
う
ち
一
般
補
助

分
は
、
３
４
０
０
万
円
増
（
対
前
年
度
比

０．１
％
ア
ッ
プ
）
の
２
４
４
億
７
１
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
一
人
あ
た
り
単
価
は
、
前
年
度
か

ら
１
７
７
円
増
（
対
前
年
度
比
０．８
％
ア
ッ

プ
）
の
２
２
８
１
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
補
助
分
は
、
１２
億
１
５
０
０
万
円

増
（
対
前
年
度
比
１５
・
５
％
ア
ッ
プ
）
の

９０
億
５
２
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
補
助
の
う
ち
、「
子
育
て
支
援

推
進
経
費
」
は
、
４
億
６
０
０
０
万
円

増
（
対
前
年
度
比
９．８
％
ア
ッ
プ
）
の

５１
億
３
２
０
０
万
円
と
な
り
、
そ
の
内�

「
預
か
り
保
育
推
進
事
業
」
は
、
３
億
８

８
０
０
万
円
増
（
対
前
年
度
比
１１
・
０
％

ア
ッ
プ
）
の
３９
億
１
０
０
０
万
円
。「
幼

稚
園
の
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進
」
は
、

７
２
０
０
万
円
増
（
対
前
年
度
比
６．３
％

ア
ッ
プ
）
の
１２
億
２
２
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
幼
稚
園
特
別
支
援

教
育
経
費
」
は
、
７
億
５
５
０
０
万
円

増
（
対
前
年
度
比
２３
・
９
％
ア
ッ
プ
）
の

３９
億
２
０
０
０
万
円
が
要
求
さ
れ
ま
し

た
。

●
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
は
大
き
な
増

額
要
求
と
な
り
、
総
額
で
２５
億
８
９
０
０

万
円
増
（
対
前
年
度
比
１２
・
０
％
ア
ッ
プ
）

の
２
４
１
億
３
９
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ�

ま
し
た
。
補
助
単
価
は
、
第
４
階
層
が�

６
２
０
０
円
の
増
額
で
、
第
１
階
層
か
ら

第
３
階
層
は
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
０
円
の
増

額
要
求
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
子
以
降
の
保
護
者
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
第
三
子
以
降
に
つ
い
て
補
助
対

象
の
拡
大
に
よ
り
所
得
制
限
の
廃
止
が
要

求
さ
れ
ま
し
た
。

　
負
担
割
合
は
、第
一
子
の
１．０
に
対
し
て
、

第
二
子
が
０．５
と
０
・
７５
、
第
三
子
以
降
は

０．０
で
す
。階
層
区
分
ご
と
の
減
免
単
価
は
、

３
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助

　
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
は
、

１７
億
８
１
０
０
万
円
増
（
対
前
年
度
比

７６
・
９
％
ア
ッ
プ
）
の
４０
億
９
８
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
倒

壊
等
の
危
険
性
が
高
い（
Ｉ
ｓ
値
０．３
未
満
）

施
設
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
補
助
率
を
２
分
の
１
以
内
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
★
　
　
　
　
　
★

　
極
め
て
厳
し
い
概
算
要
求
組
替
え
基
準

が
示
さ
れ
る
中
、
全
日
私
幼
連
で
は
香
川

会
長
を
先
頭
に
執
行
部
の
先
生
方
は
、
極

め
て
強
力
な
要
望
運
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
関
係
国
会
議
員
の
皆
様
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
謹
ん
で
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

幼稚園就園奨励費

　　大幅な回復要求で第４階層単価６，２００円増を要求

経常費（幼稚園分）は３３５億２，３００万円（前年度比３．９％増）
園児１人あたり単価は、２２，８１９円を計上

●平成２５年度　私立幼稚園関係政府予算の概算要求（概要）
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平成２５年度幼児教育関係概算要求の概要

（単位：百万円）
2 4 年 度 2 5 年 度

区 分 比較増△減 備 考
当初予算額 概算要求額

幼児教育課関係予算総額 21,621 24,202 2,581

1.幼稚園就園奨励費補助 21,550 24,139 2,589

（１）補助単価の引き上げ
（階層区分） （H24） （H25要求） （対前年度比）
【公立】
・生活保護世帯、市町村民税非課税世帯、 20,000円 → 20,000円 (前年度同額)

市町村民税所得割非課税世帯（年収約270万円以下）
【私立】

Ⅰ生活保護世帯 226,200円 → 229,200円 (3,000円増)
Ⅱ市町村民税非課税世帯 196,200円 → 199,200円 (3,000円増)
（市町村民税所得割非課税世帯含む）（年収約270万円以下）
Ⅲ市町村民税所得割課税額(77,100円以下)世帯 112,200円 → 115,200円 (3,000円増)
（年収約360万円以下）
Ⅳ市町村民税所得割課税額(211,200円以下)世帯 49,800円 → 56,000円 (6,200円増)
（年収約680万円以下）

※ 金額は、第１子の補助単価（年額）を掲げている。
※ 市町村民税所得割課税額（補助基準額）及び年収は、夫婦（妻が専業主婦）と子ども２人の

世帯の場合の金額であり、子どもの人数等に応じて補助基準額及び年収が変動する「簡便な
調整方式」により国庫補助を実施予定である。なお、年収はおおまかな目安である。

※ 幼稚園の保育料等の全国平均(平成23年度)は年額で公立79,000円、私立308,000円である。

（２）多子世帯の負担軽減の拡充
小学校３年生以下の兄姉のいる世帯の第３子以降の園児について、保育所保育料と同様に
所得制限を廃止し、補助対象を拡大するとともに、引き続き第２子の負担軽減を図る。

○幼稚園等に通う兄・姉がいる場合
第２子 ０．５ （継続：上記階層区分に該当する場合）
第３子以降 ０．０ （補助対象の拡大：所得制限を廃止）

○小学校１～３年生の兄・姉がいる場合
第２子 ０．７５（継続：上記階層区分に該当する場合）
第３子以降 ０．０ （補助対象の拡大：所得制限を廃止）

※ 数値は、第１子の保護者負担割合を[１.０]とした場合の第２子以降の保護者負担の割合

2.幼稚園教育内容・方法の 21 20 △1 ・幼稚園教育理解推進事業 20百万円
改善充実

3.質の高い幼児教育・保 0 43 43 ・幼児教育の改善・充実調査研究 33百万円
育の総合的提供等推進 ・子ども・子育て関連３法に基づく
事業（新規） 新制度の実施に係る調査研究等 11百万円

4.（前年度限りの経費） 50 0 △50
幼児期からの「人間力」
向上総合推進事業

【参考】
1.私立幼稚園施設整備費補助 2,317 4,098 1,781 ※公立幼稚園施設整備費については、241,103百万円の内数

2.私立高等学校等経常費助 32,274 33,523 1,249
成費補助（幼稚園分）

(ア) 一般補助 24,437 24,471 34

(イ) 特別補助 7,837 9,052 1,215 1.子育て支援推進経費 4,672百万円→5,132百万円
・預かり保育推進事業 3,522百万円→3,910百万円
・幼稚園の子育て支援活動の推進

1,150百万円→1,222百万円
2.幼稚園特別支援教育経費 3,165百万円→3,920百万円

3.緊急スクールカウンセラー 4,702 4,010 －
等派遣事業 の内数 の内数

※認定こども園の施設整備などを行う「安心こども基金」については、期限延長等について検討
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１０
月
２
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
臨
時
・
団
体
長
会
／
理
事
会
合
同
会
議

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
６１
人
の
先
生
方

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
香
川
敬
会
長
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て

３
法
案
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
て
以
降
、

常
任
理
事
会
で
は
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

た
が
、
全
国
の
団
体
長
・
理
事
の
先
生
方

に
は
ま
だ
報
告
の
機
会
を
設
け
て
こ
な

か
っ
た
。
１０
月
初
め
の
難
し
い
時
期
で
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
臨
時
に
開
催
を
し
、
文

科
省
の
蝦
名
課
長
か
ら
説
明
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
。
し
っ
か
り
聞
い
て
、
し
っ

か
り
質
問
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、田
中
辰
実
総
務
委
員
長
か
ら
、

定
足
数
の
確
認
が
あ
り
、
会
の
成
立
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
、
宮
川
義
典

先
生
（
長
野
）、
森
迫
建
博
先
生
（
宮
崎
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
は
、
奈

良
誉
夫
先
生（
滋
賀
）、宮
地
彌
典
先
生（
高

知
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
文
科
省
幼
児
教
育
課
の
蝦
名
喜

之
課
長
か
ら
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
２５
年
度
の
幼
児
教
育
関
係
予

算
概
算
要
求
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
特
に

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
の
補
助
単
価
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
、
１
時
間

以
上
に
も
及
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑

応
答
が
あ
り
、
入
園
決
定
の
時
期
、
公
定

価
格
、
応
諾
義
務
等
々
、
次
々
と
質
問
が

出
さ
れ
、
丁
寧
な
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
の
終
了
は
午
後
１
時
１５
分
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
短
い
昼
食
時
間
の
後
、
国
政
対
応
の
件

と
全
日
私
幼
連
第
一
次
補
正
予
算
案
の
件

に
つ
い
て
審
議
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
、
尾

上
正
史
副
会
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
中
で
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
行
事
食
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
記
事

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
関
連�

し
て
、
宮
崎
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
で
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
、
さ
ら
な
る
協

力
金
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
（財）
全
日
私
幼
研
究
機
構
か
ら
の
報

告
が
、
田
中
雅
道
理
事
長
か
ら
な
さ
れ
、

公
益
法
人
化
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
鴻
昭
監
事
か
ら

監
事
所
見
が
な
さ
れ
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
、
非
常
に
濃

密
な
内
容
の
会
議
で
し
た
。

�

（
調
査
広
報
委
員
長
・
西
谷
正
文
）

　
　
　
臨
時
・
常
任
理
事
会

　
１０
月
２
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
全
日
私
幼
連
の
臨
時
常
任
理
事
会
が

開
催
さ
れ
２６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長

に
北
條
泰
雅
副
会
長
、
議
事
録
署
名
人
に

は
原
常
任
理
事
、
上
田
常
任
理
事
を
選
任

し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件

：

①
国
政
対
応
の
件
／
資
料

を
も
と
に
提
案
が
な
さ
れ
、
原
案
を
議
決

し
ま
し
た
。
②
全
日
私
幼
連
第
一
次
補
正

●
１０
・
２
臨
時
・
団
体
長
会
／
理
事
会
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
を
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
私
幼
連
第
一
次
補
正
予
算
な
ど
議
決
　

全
日
私
幼
連
の
会
議

文

科

省

蝦
名
課
長
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予
算
案
の
件
／
資
料
を
も
と
に
補
正
予
算

案
の
提
案
が
な
さ
れ
、
原
案
を
議
決
し
ま

し
た
。�

（
総
務
委
員
長
・
田
中
辰
実
）

　
一
〇
二
条
園
研
究
会
議

　
９
月
２１
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
平
成
２４
年
度
・
一
〇
二
条
園
研
究
会

議
が
開
催
さ
れ
、
約
８０
人
の
先
生
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

▼
講
演
Ⅰ
「
一
〇
二
条
園
か
ら
み
る
子
ど

も
・
子
育
て
新
法
に
つ
い
て
」
講
師

：

入

谷
幸
二
・
全
日
私
幼
連
常
任
理
事

▼
意
見
交
換
「
一
〇
二
条
園
に
お
け
る
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
全
国
の
一
〇
二

条
園
の
先
生
か
ら
各
地
域
の
現
状
報
告
と

意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▼
講
演
Ⅱ
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
法
に
伴

う
一
〇
二
条
園
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
講
師

：

蝦
名
喜
之
・
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長

　
９
月
５
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
全
日
私
幼
連
の
常
任
理
事
会
が
開
催

さ
れ
２３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
村

山
十
五
副
会
長
、
議
事
録
署
名
人
に
は
澤

田
豊
常
任
理
事
、
森
島
弘
道
常
任
理
事
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
案
件

：

会
務
運
営
報
告
に
つ
い
て

／
各
委
員
会
委
員
長
等
か
ら
資
料
を
も
と

に
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
行
政
報
告

：

文
科
省
の
蝦
名
喜
之
幼
児

教
育
課
長
か
ら
、
８
月
１０
日
に
成
立
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
３
法
に
つ
い
て
、
資
料

を
も
と
に
、
認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
、
新
た
な
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
、
施
設
型
給
付
な
ど
ご
説
明
い
た

だ
き
、
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
１

：

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
／
坪
井
久

也
政
策
委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
２

：

第
２
期
教
育
振
興
基
本

計
画
に
つ
い
て
／
北
條
副
会
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
報
告
・
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
意
見
交
換

：

国
政
対
応
に
つ
い
て
／
資

料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
か
ら

の
報
告
等
が
行
な
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。�

（
総
務
委
員
長
・
田
中
辰
実
）

●
第
５
回
都
道
府
県
政
策
担
当
者
会
議

　
　
　
　
松
田
茂
樹
氏
（
　
　
　
　
）
が
特
別
講
演

　
１０
月
３
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
全
日
私
幼
連
の
第
５
回
都
道
府
県
政

策
担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
政

策
担
当
の
先
生
方
等
１００
人
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
講
演
①
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
施
策

に
つ
い
て
」
講
師

：

蝦
名
喜
之
・
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長

▼
特
別
講
演
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
法

後
の
幼
児
教
育
と
保
育
の
課
題
」
講
師

：

松
田
茂
樹
・
㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
研

究
開
発
室
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
本
部

主
任
研
究
員
▼
講
演
②
「
最
近
の
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
」
講
師

：

内
藤
尚
志
・
総
務
省
自
治
財
政
局
調

整
課
長
▼
講
演
③
「
平
成
２５
年
度
私

学
関
係
政
府
予
算
概
算
要
求
に
つ
い

て
」
講
師

：

森
田
正
信
・
文
部
科
学

省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課

長
▼
政
策
委
員
会
報
告
「
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
施
策
に
つ
い
て
」
坪
井

久
也
・
全
日
私
幼
連
政
策
委
員
長
、「
市

町
村
へ
の
政
策
対
応
～
各
地
区
の
現

状
報
告
」
全
日
私
幼
連
政
策
委
員
会

●
９
・
５ 

常
任
理
事
会

　
　
　
教
育
振
興
基
本
計
画
な
ど
協
議

東　京

１０月３日

第

一

生

命

経
済
研
究
所

９月２１日
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中
教
審
・
教
育
振
興
基
本
計
画
部
会
で

全
日
私
幼
連
が
意
見
発
表

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

　
９
月
２４
日
、
東
京
・
学
士
会
館
に
お
い

て
、
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
振
興
基
本

計
画
部
会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
団
体
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
全
日
私
幼
連

か
ら
は
北
條
泰
雅
副
会
長
が
出
席
し
て
、

幼
児
教
育
の
充
実
、
特
別
支
援
教
育
の
推

進
、
幼
児
教
育
に
係
る
教
育
費
負
担
軽
減

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
文
科
省
・
天
井
等
落
下

　
　
防
止
対
策
の
推
進

　
９
月
４
日
、
文
部
科
学
省
の
学
校
施
設

に
お
け
る
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
の
推

進
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
は
、

「
学
校
施
設
に
お
け
る
天
井
等
落
下
防
止

対
策
の
推
進
に
向
け
て
（
中
間
ま
と
め
）」

を
公
表
し
ま
し
た
。

　
中
間
ま
と
め
の
概
要
は
次
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
文
科
省

　
　
耐
震
相
談
窓
口
開
設

　
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施
設
の
耐
震

化
に
関
す
る
情
報
提
供
機
能
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
、
屋
内
運
動
場
等
の
天
井
等

を
始
め
と
す
る
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策

に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
相
談
に
応
じ

る
窓
口
を
新
設
し
ま
し
た
。

◦
趣
旨
・
経
緯
／
文
部
科
学
省
で
は
、
従

前
よ
り
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
関
す
る

情
報
提
供
機
能
の
充
実
を
目
的
と
し
た
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
建
築
構
造
の
専
門
家

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
校
設
置
者
等
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
９
月
に
出
さ
れ
た
「
学
校
施
設
に
お

け
る
天
井
等
落
下
防
止
対
策
の
推
進
に
向

け
て
（
中
間
ま
と
め
）」
に
お
い
て
、
学

校
設
置
者
等
か
ら
の
非
構
造
部
材
に
関
す

る
技
術
的
な
相
談
に
的
確
に
応
じ
ら
れ
る

体
制
と
し
て
、
非
構
造
部
材
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
充
実
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
こ
の
た
び
、
新
た
に
建
築

構
法
の
専
門
家
を
加
え
、
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

◦
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／
学
校
施
設
の
耐
震
化
推
進
に

関
す
る
相
談
窓
口h

ttp://w
w
w
.m
ex
t.

g
o
.jp
/a
_
m
e
n
u
/sh
ise
tu
/b
o
u
sa
i/

taish
in
/03061201/004.h

tm

◦
お
問
い
合
わ
せ
先
／
大
臣
官
房
文
教
施

設
企
画
部
施
設
企
画
課
防
災
推
進
室

電
話

：

０
３

－

５
２
５
３

－

４
１
１
１
（
代

表
）、
０
３

－

６
７
３
４

－

２
２
９
０
（
直
通
）

「
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る
こ
と
」

　
　
優
秀
映
像
教
材
選
奨
優
秀
作
品
賞
を
受
賞

　
９
月
１４
日
、
東
京
霞
が
関
・
東
海
大
学

校
友
会
館
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
日

本
視
聴
覚
教
育
協
会
（
生
田
孝
至
会

長
）
が
主
催
す
る
「
平
成
２４
年
度
教
育

映
像
祭
中
央
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、
学

校
及
び
社
会
教
育
等
で
利
用
さ
れ
る

映
像
教
材
を
中
心
と
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
あ
る
優
秀
映
像
教
材
選
奨
に
お

い
て
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
が
企
画
・

作
成
し
た
記
録
映
像
「
い
つ
も
の
幼

稚
園
に
戻
る
こ
と
２
０
１
１
年
　
岩

手
県
大
槌
町
」
が
優
秀
映
像
教
材
選

奨
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
⑲
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こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

推
進
会
議
で
は
、「
こ
ど
も
の
権
利
」「
こ

ど
も
と
家
族
の
健
康
」「
国
際
的
支
援
活

動
」「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
生
活
」「
日
本

文
化
・
地
域
文
化
の
継
承
」「
共
生
」
の

６
つ
の
柱
を
掲
げ
、
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
ど
も
の
権
利
」
で
の
活
動
で
は
、

朝
日
新
聞（
２
０
１
２
年
９
月
５
日
朝
刊
）

に
意
見
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛
す
る

企
業
各
社
が
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
で
謳

わ
れ
て
い
る
“
生
き
る
”“
発
達
す
る
”“
保

護
さ
れ
る
”“
参
加
す
る
”
の
４
つ
の
子

ど
も
の
権
利
に
通
じ
る
自
社
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
形
で
、
子
ど
も
の
立
場
に

立
っ
て
“
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
考
え
る
”「
こ
ど
も
が�

ま
ん
な
か
」

の
社
会
づ
く
り
を
全
国
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
募
金
箱
を
全
国
に

　
ま
た
、「
国
際
的
支
援
活
動
」
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
や
園

等
に
対
す
る
震
災
復
興
と
「
世
界
の
子
ど

も
と
お
母
さ
ん
の
命
を
守
る
」
た
め
の
国

際
的
な
支
援
活
動
の
た
め
の
協
力
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
金
活
動
の
た
め
の

募
金
箱
を
各
園
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
募
金
箱
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

と
も
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
協
力
金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
に
意
見
広
告
を
掲
載

※当日の紙面は下記ホームページに掲載しております 
 

「こどもが まんなかＰＲＯＪＥＣＴ」と「全日私幼ＰＴＡ連合会」のホームページ 
 

 

 

http://www.shiritsuyouchien.com 
 

〔朝日新聞 ２０１２年９月５日 朝刊〕
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第
３
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
が
猛
暑
の

中
、
東
京
家
政
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
を

会
場
に
、
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
何
人
か
の
先
生
方
の
声
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
全
国
か
ら
４
０
０
人
近
い
参
加

者
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
実
践
学
会
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

１
日
目
の
基
調
講
演
は
、
中
京
大
学
教
授

の
鯨
岡
峻
先
生
に
よ
る
『「
保
育
を
振
り

返
る
た
め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
」
～
保
育

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
～
』
で
し
た
。

今
回
の
実
践
学
会
の
全
体
テ
ー
マ
が
「
広

く
、
深
く
、
て
い
ね
い
に
保
育
の
質
を
考

え
る
」
と
い
う
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

研
究
テ
ー
マ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
も
、「
保
育
の
質
」が
問
わ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
て
い
け
ば

い
い
の
か
が
課
題
と
さ
れ
た
２
日
間
で
し

た
。

　
鯨
岡
先
生
の
講
演
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
何
か
が
で
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
る
」

の
で
は
な
く
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
」
が
何
よ
り
も
保
育
現
場

で
は
大
切
で
あ
る
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

と
か
く
保
育
者
の
思
い
を
押
し
付
け
、
目

に
見
え
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
優
先
し
が
ち
な
保
育
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
目

に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
子
ど
も
た
ち
の

心
の
動
き
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
そ
の
思

い
を
安
定
・
充
実
さ
せ
る
方
向
に
促
し
て

い
け
る
の
か
ど
う
か
が
、
保
育
の
本
質
と

　《
第
３
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
　
概
要
報
告
》

　
　
　“
広
く
、
深
く
、
て
い
ね
い
に
保
育
の
質
を
考
え
る
”

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
日
常
の
保
育
の
実
践
か
ら
研
究
を
深
め
る

８月２３・２４日

▼

学会企画シンポジウム

東京家政大学

東　京

▼

記
念
講
演
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深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
鋭
敏
な
感
性
を
磨
く
た
め
の
一

つ
の
方
策
と
し
て
、
鯨
岡
先
生
は
「
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
述
」
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
後
半
の
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
を
通
し

て
「
保
育
の
質
」
を
考
え
る
』
と
い
う
お

話
は
、
現
場
の
先
生
た
ち
に
も
示
唆
に
富

ん
だ
内
容
で
し
た
。

　
記
念
講
演
の
後
、
学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
①
『「
自
園
の
事
例
研
究
の
在
り
方
」

～
日
常
の
ケ
ー
ス
会
議
か
ら
～
』
が
あ
り

ま
し
た
。
経
験
年
数
の
異
な
る
現
場
の
先

生
が
園
内
で
の
事
例
に
つ
い
て
画
像
を
使

い
な
が
ら
説
明
し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
、
保
育
者
の
対
応
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
に
つ
い
て
、
大
妻
女
子
大
学

の
岡
健
先
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
画
像
内
の
現
場
を
再
生
さ
せ
、
生
き
い

き
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
の

に
は
、
会
場
の
参
加
者
が
驚
嘆
し
た
も
の

で
し
た
。
経
験
年
数
の
浅
い
若
い
先
生�

が
、
堂
々
と
意
見
発
表
を
し
て
い
た
の
も

こ
の
実
践
学
会
ら
し
く
、
好
感
が
持
て
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
１３
の
口
頭
発
表
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
会
場
が
そ
れ

ぞ
れ
別
で
し
た
の
で
、
感
じ
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
。
難
点
を
挙
げ
れ
ば
、
会
場
に

よ
っ
て
参
加
者
の
人
数
に
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
大
ま
か
な
内
容
が

事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
、
参
加
者
の

関
心
も
違
っ
て
き
た
の
で
は
、
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
昼
食
時
間
に
併
せ
て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

の
発
表
で
、
多
く
の
質
問
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
中
に
は
本
当
に
身
近
な
テ
ー
マ
で

の
発
表
が
あ
り
、
特
に
高
尚
な
テ
ー
マ
で

な
く
て
も
、
毎
日
の
保
育
の
実
践
の
中
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
事
柄
は
い
く
ら
で
も
あ

る
も
の
だ
と
、
自
園
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
午
後
は
２
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、
学
会

企
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
思
い
を
出
し
合

え
る
、
分
か
ち
合
え
る
園
内
の
関
係
づ
く

り
～
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役

割
」
と
学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
東
京

で
の
会
場
が
急
遽
大
阪
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
が
、
来
年
は
で
き
れ
ば
西
日
本
で
開

催
し
て
、
今
後
開
催
地
を
交
互
に
し
て
ほ

し
い
、
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
何
に

し
て
も
、
研
究
研
修
委
員
会
の
先
生
方
の

ご
尽
力
で
、
と
て
も
充
実
し
た
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

（
文
責

：

調
査
広
報
委
員
長
・
西
谷
正
文
）

▼

学会企画ワークショップ
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平成２５年度幼児教育関係概算要求の概要

■はじめに
平成２５年度概算要求のうち、幼児教育関係の概要は次のとおりです。

１．幼稚園就園奨励費補助

（対前年度）
２５年度要求額 ２４，１３９百万円 （＋２，５８９百万円）
２４年度予算額 ２１，５５０百万円

【概要】
保護者の所得状況に応じた経済的負担の軽減等を図ることを目的として、

幼稚園の保育料等を軽減する「就園奨励事業」を実施している地方公共団
体に対して、国が所要経費の一部を補助する。

平成２５年度概算要求においては、私立幼稚園に係る補助単価を引き上
げるとともに、幼稚園に就園する第３子以降に対する保護者負担軽減の補
助対象を拡大する。

（１）補助単価の引き上げ

（階層区分） （H24） （H25要求） （対前年度比）

【公立】
・生活保護世帯、市町村民税非課税世帯、 20,000円 → 20,000円 (前年度同額)

市町村民税所得割非課税世帯（年収約２７０万円以下）

【私立】
Ⅰ生活保護世帯 226,200円 → 229,200円 (3,000円増)
Ⅱ市町村民税非課税世帯 196,200円 → 199,200円 (3,000円増)
（市町村民税所得割非課税世帯含む）（年収約２７０万円以下）

Ⅲ市町村民税所得割課税額(77,100円以下)世帯 112,200円 → 115,200円 (3,000円増)
（年収約３６０万円以下）

Ⅳ市町村民税所得割課税額(211,200円以下)世帯 49,800円 → 56,000円 (6,200円増)
（年収約６８０万円以下）

※ 金額は、第１子の補助単価（年額）を掲げている。
※ 市町村民税所得割課税額（補助基準額）及び年収は、夫婦（妻が専業主婦）と子ど
も２人の世帯の場合の金額であり、子どもの人数等に応じて補助基準額及び年収が変
動する「簡便な調整方式」により国庫補助を実施予定である。なお、年収はおおまか
な目安である。

※ 幼稚園の保育料等の全国平均(平成23年度)は年額で公立79,000円、私立308,000円で
ある。

（２）多子世帯の負担軽減の拡充

小学校３年生以下の兄姉のいる世帯の第３子以降の園児について、保育所保育料と同

様に所得制限を廃止し､補助対象を拡大するとともに､引き続き第２子の負担軽減を図る。

○幼稚園等に通う兄・姉がいる場合
第２子 ０．５ （継続：上記階層区分に該当する場合）
第３子以降 ０．０ （補助対象の拡大：所得制限を廃止）

○小学校１～３年生の兄・姉がいる場合
第２子 ０．７５（継続：上記階層区分に該当する場合）
第３子以降 ０．０ （補助対象の拡大：所得制限を廃止）

※ 数値は、第１子の保護者負担割合を[１.０]とした場合の第２子以降の保護者負担の
割合である。

文部科学省だより
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２．私立幼稚園施設整備費補助

（対前年度）
２５年度要求額 ４，０９８百万円（＋１，７８１百万円）
２４年度予算額 ２，３１７百万円

【概要】
・緊急の課題である耐震化等に必要な予算を確保する。
・国庫補助率は、原則として１／３以内であるが、地震による倒壊等の
危険性が高い(Is値0.3未満)施設の耐震補強工事については、引き続き
１／２以内に嵩上げ

・平成２３年度第３次補正予算において、耐震化及び防災機能強化を推
進するため、３，８７１百万円を計上

３．幼稚園教育理解推進事業

（対前年度）
２５年度要求額 ２０百万円 （ △１百万円）
２４年度予算額 ２１百万円

【概要】
・幼稚園教育の一層の理解推進を図るため、幼稚園の教育課程の編成及
び指導上の諸課題や幼稚園を取り巻く諸課題に関して中央及び都道府
県において研究協議会を行う。

４．質の高い幼児教育・保育の総合的提供等推進事業

２５年度要求額 ４３百万円 （ 新 規 ）

【概要】
・子ども・子育て関連３法の円滑な施行のための具体的な制度設計に関
する検討等を行うとともに、幼児教育に関する今日的課題に対する方
策など幼児教育に関する様々な課題について調査研究を行う。

（１）幼児教育の改善・充実調査研究
・幼児教育の改善・充実のための支援策について検討するとともに、委
託により調査研究を実施する。

（２）子ども・子育て関連３法に基づく新制度の実施に係る調査研究等
・新制度の実施に伴う事務の在り方や、新たに作成する「幼保連携型認
定こども園保育要領（仮称）」について検討するとともに、新制度につ
いて周知を図る。

５．私立高等学校等経常費助成費補助（幼稚園分）

（対前年度）
２５年度要求額 ３３，５２３百万円 （ ＋１,２４９百万円）
２４年度予算額 ３２，２７４百万円

【概要】
・本補助は、私立幼稚園の教育条件の維持向上等に資するため、都道府
県が行う私立幼稚園の経常費助成等への支援を行うものである。
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・平成２５年度概算要求においては、一般補助の園児一人当たり単価を
増額するとともに、待機児童解消等のため、私立幼稚園における預か
り保育推進事業等の子育て支援の一層の充実を図る。

・また、障害のある幼児が在園する私立幼稚園への支援を充実する。

２４年度 ２５年度要求額
（１）一般補助 24,437百万円 → 24,471百万円（ ＋34百万円）

園児一人当たりの単価 （ 22,819円（対前年度 177円増））

（２）特別補助 7,837百万円 → 9,052百万円（ ＋1,215百万円）

① 子育て支援推進経費 4,672百万円→5,132百万円（ ＋460百万円）
・ 預かり保育推進事業 3,522百万円→3,910百万円
・ 幼稚園の子育て支援活動の推進

1,150百万円→1,222百万円
② 幼稚園特別支援教育経費

3,165百万円→3,920百万円（ ＋755百万円）

６．緊急スクールカウンセラー等派遣事業

２５年度要求額 ４，０１０百万円の内数
２４年度予算額 ４，７０２百万円の内数

【概要】
・東日本大震災により被災した幼児児童生徒等に対し、切れ目ない心の
ケアや必要な支援を行う。

７．私立学校施設の災害復旧に対する補助

２５年度要求額 ２，７９２百万円の内数（新規）

【概要】
・東日本大震災によって被害を受けた私立学校施設のうち、津波被害地
域、警戒区域等のある復旧事業未着手等の学校施設の復旧事業に必要
な経費について、「私立学校建物其他災害復旧費補助金」において支援
する。
あわせて、東日本大震災によって被害を受け、私立学校施設の災害復
旧費補助の対象となる私立学校を設置する学校法人に対し、教育活動
復旧に必要な経費について、私立高等学校等経常費助成費補助におい
て支援する。

８．安心こども基金

・認定こども園の施設整備、認定こども園への移行を予定する幼稚園の
耐震化促進事業、認定こども園等における教育の質向上のための研修
支援（幼稚園・保育所の教職員の合同研修等の実施及び研修参加に係
る費用の補助等）などを行う「安心こども基金」については、平成２
４年度までとなっている事業実施期限の延長等について検討する。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
は
ア
メ
リ
カ

の
テ
ネ
シ
ー
州
で
行
な
わ
れ
た
調
査
で

す
。
主
目
的
は
幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学

年
の
ク
ラ
ス
規
模
を
小
さ
く
し
た
時
の
学

力
な
ど
の
影
響
を
長
期
に
わ
た
っ
て
調
査

し
た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
お

伝
え
し
ま
す
。

　
調
査
対
象
は
、テ
ネ
シ
ー
州
の
７９
校
で
、

１
９
７
９
～
８
０
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
中
か
ら
幼
稚
園
の
年
長
児
６
３
２
３
名

（
テ
ネ
シ
ー
州
の
中
で
も
比
較
的
低
所
得

地
域
の
幼
稚
園
か
ら
選
ん
で
い
る
）
を
抽

出
し
、
小
さ
い
ク
ラ
ス
（
１３
～
１７
名
）
と

標
準
ク
ラ
ス
（
２０
～
２５
名
）
に
無
作
為
に

ク
ラ
ス
を
割
り
当
て
、
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
第
３
学
年
ま
で
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
園
児

は
小
さ
い
ク
ラ
ス
で
過
ご
し
、
標
準
規
模

の
園
児
は
標
準
規
模
の
ク
ラ
ス
で
過
ご
し

ま
し
た
。
第
４
学
年
以
降
は
標
準
規
模
ク

ラ
ス
に
戻
し
て
い
ま
す
。
転
校
や
学
年
再

履
修
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
離
れ
た
参
加

者
は
そ
れ
以
降
の
追
跡
は
行
な
わ
ず
、
調

査
対
象
者
か
ら
外
し
て
い
ま
す
。
そ
の

為
、
最
終
的
に
は
５
２
４
８
名
の
子
ど
も

を
対
象
に
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
小
学
校
に
お
い
て
、
途
中
で
転
校
し

て
き
た
生
徒
に
関
し
て
は
無
作
為
に
ク
ラ

ス
を
割
り
当
て
、
調
査
対
象
者
と
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
を
担
任
す
る
教
師
に
つ
い

て
も
、
無
作
為
に
ク
ラ
ス
を
割
り
当
て
て

い
ま
す
。

　
生
徒
、
教
師
を
無
作
為
に
割
り
当
て
て

い
る
手
順
に
つ
い
て
は
公
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
検
証

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
者
の
学
力
に
つ
い
て
は

“S
tan
ford
 A
ch
iev
em
en
t T
est

”
の

算
数
と
読
み
を
使
用
し
、
毎
年
度
末
に
１

回
行
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
の
妥
当
性
に

つ
い
て
は
、「
幼
児
、
生
徒
の
ク
ラ
ス
へ

の
無
作
為
割
り
当
て
」
と
「
ク
ラ
ス
間
で

の
生
徒
数
の
減
少
に
差
が
な
い
」
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も

そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
納

税
申
告
書
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
９５
％
を
成
人
期
ま
で

追
跡
し
て
お
り
、
幼
児
期
の
影
響
が
大
人

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に

つ
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
得
て
い
ま
す
。

　
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
規
模

を
３３
％
（
１
ク
ラ
ス
人
数
の
平
均
は
標
準

ク
ラ
ス
が
２２
・
６
人
、
小
さ
い
規
模
ク
ラ

ス
が
１５
・
１
人
）
縮
小
す
る
と
、
幼
児
期

の
テ
ス
ト
得
点
が
小
さ
い
ク
ラ
ス
は
、
標

準
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、
４
・
８
ポ
イ
ン
ト

高
く
な
り
ま
し
た
。
追
跡
調
査
に
よ
る�

と
、
テ
ス
ト
得
点
が
１
ポ
イ
ン
ト
上
が
る

と
大
人
に
な
っ
た
と
き
の
年
間
所
得
が

７６
・
７
ド
ル
上
が
っ
て
お
り
、
小
規
模
ク

ラ
ス
の
効
果
は
２７
歳
で
約
３
６
８
ド
ル
収

入
が
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
テ
ネ
シ
ー
州
の
中
で
も
比

較
的
低
所
得
者
層
の
多
い
地
域
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
一
定
の
所
得
を
得
て
い
る
人

に
対
し
て
同
じ
効
果
が
み
ら
れ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
比
較
的

所
得
が
均
質
的
な
状
態
に
あ
る
日
本
で
、

こ
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
か
ど

う
か
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
と
も
日
本
の
幼
稚
園
の
設
置

基
準
は
１
ク
ラ
ス
３５
名
を
上
限
と
し
て
お

り
、
先
進
国
の
中
で
も
突
出
し
た
規
模
で

幼
児
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
追
跡
調
査
は
行
な
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
結
果
は
こ
れ

か
ら
の
幼
児
教
育
制
度
を
議
論
す
る
上
で

は
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
視
点
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

海
外
研
修
員
募
集
・
私
学
研
修
福
祉
会

　
一
般
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
で

は
、
平
成
２５
年
度
の
海
外
研
修
員
の
募
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
申
込
資
格

：

私

立
幼
稚
園
の
専
任
教
員
又
は
職
員
で
、
継

続
し
て
２
年
以
上
在
職
の
方
▼
助
成
対
象

経
費

：

航
空
賃
、
船
賃
の
実
費
及
び
滞
在

費
等
▼
助
成
金

：

助
成
対
象
経
費
の
５０
％

以
内
▼
申
込
締
切

：

１２
月
７
日
必
着
。
詳

し
く
は
同
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

h
ttp://w

w
w
.sk
f.or.jp/k

en
sy
u

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  



― 18 ― ２０１２．１１／私幼時報

　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
際
し
各
都
道

府
県
の
私
立
幼
稚
園
団
体
の
皆
様
に
は
、

義
捐
金
や
教
材
、
備
品
等
の
支
援
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰

様
で
被
災
し
た
多
く
の
幼
稚
園
の
復
旧
工

事
も
終
了
し
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
き
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
６
園
の
内
、

２
園
は
日
本
ユ
ニ
セ
フ
の
協
力
に
よ
り
園

舎
も
完
成
し
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
震
災

後
、
各
園
で
は
後
片
づ
け
や
保
護
者
へ
の

対
応
に
追
わ
れ
、
卒
園
式
や
入
園
式
も
で

き
な
い
園
も
あ
り
ま
し
た
。

　
福
島
の
原
発
事
故
で
発
生
し
た
放
射
性

物
質
を
測
定
す
る
た
め
の
測
定
器
も
加
盟

園
へ
貸
し
出
し
、
そ
の
数
値
を
現
在
も
記

録
中
で
あ
り
ま
す
。
数
値
の
高
い
地
域
で

は
、
園
庭
の
除
染
等
を
行
な
う
予
定
で
、

行
政
に
も
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
で
被
災
し
た
園
へ
の
国
の
対
応
は

速
か
っ
た
も
の
の
復
旧
査
定
は
か
な
り
厳

し
い
も
の
で
し
た
。ち
な
み
に
わ
が
園
は
、

築
４０
年
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
の
復

旧
と
い
う
こ
と
で
保
育
室
の
腰
板
改
修
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
様
に
放
射
能
避
難
区
域
や
家
屋
全
壊

の
子
ど
も
た
ち
の
保
育
料
等
の
減
免
に
つ

い
て
も
平
成
２３
年
度
は
簡
単
な
手
続
き
で

済
み
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
度
は
対
象
世

帯
も
限
定
さ
れ
、
戸
惑
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
震
災
で
亡

く
な
っ
た
園
児
や
児
童
の
避
難
誘
導
の
是

非
が
問
わ
れ
訴
訟
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
心
が
痛
み
ま
す
。
日
頃
の
避
難
訓

練
が
、
い
か
に
大
切
か
が
問
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
の
ご
支
援
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
現
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
理
事
、
宮

城
県
加
美
郡
加
美
町
・
中
新
田
幼
稚
園
／

岩
岡
明
子
）

　
幼
稚
園
と
保
育
所
行
政
の
窓
口
を
一
本

化
す
る
こ
ど
も
政
策
局
が
長
崎
県
庁
に
創

設
さ
れ
た
平
成
１８
年
か
ら
、
早
い
も
の
で

７
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。県
内
の
公
私
、

幼
保
の
別
な
く
、
す
べ
て
の
幼
児
に
対
す

る
公
費
助
成
を
は
じ
め
と
す
る
、
法
の
下

の
平
等
を
私
立
幼
稚
園
連
合
会
が
求
め
た

結
果
の
機
構
改
革
で
し
た
。

　
奇
し
く
も
同
年
に
は
認
定
こ
ど
も
園
制

度
が
で
き
、
こ
れ
に
伴
う
県
の
条
例
制
定

で
は
、新
規
部
局
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
県
単

独
の
補
助
制
度
実
現
な
ど
、
長
崎
県
版
幼

保
一
元
化
元
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
案
内
の
よ
う
に
国
政
に
お

い
て
政
権
交
代
が
な
さ
れ
、
本
県
も
無
縁

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
方
レ
ベ

ル
で
は
そ
の
余
波
と
い
う
よ
り
も
、
思
い

が
け
な
い
波
紋
も
生
じ
て
い
ま
す
。
特
に

昨
年
春
の
県
議
会
選
挙
後
に
保
守
系
会
派

が
分
裂
し
、
そ
の
一
部
が
野
党
会
派
と
連

立
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、
与
野
党
逆
転
の

県
議
会
と
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
私
た
ち
に
も
戸
惑
い
の
感
が

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
し
た
が
、
少
子
化

対
策
、
子
育
て
支
援
を
否
定
す
る
政
党
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
新
し
く
与
党
と

な
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
野
党

の
議
連
と
も
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
を
交

え
な
が
ら
、
時
に
は
保
育
所
団
体
と
も
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
私
立
幼
稚
園
が
１
２
８
園
あ

り
ま
す
が
、
平
均
園
児
数
は
９０
名
強
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
５０
名
以
下
の
幼
稚
園
が
３

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
い
か
ん
せ
ん

時
勢
に
よ
る
保
育
所
志
向
は
抗
し
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
幼

児
教
育
の
大
切
さ
は
否
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
二
期
目
と

な
っ
た
渡
辺
会
長
の
も
と
、
新
し
く
成
立

し
た
子
ど
も
子
育
て
関
連
法
も
考
慮
し
な

が
ら
、
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る

長
崎
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
で
す
。

（
長
崎
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
経
営
委
員

長
、
佐
世
保
市
・
日
野
幼
稚
園
／
朝
野
卓

也
）

　
　
　
大
震
災
か
ら
の
復
興

宮
城
県
か
ら
の
お
た
よ
り

　
　
関
係
団
体
と
も
切
磋
琢
磨

長
崎
県
か
ら
の
お
た
よ
り

宮城県メモ

面積：７，２８５．０７ｋｍ２

県の鳥：ガン

県の木：ケヤキ

県の花：ミヤギノハギ

県の動物：シカ

長崎県メモ

面積：４，１０４ｋｍ２

県の鳥：オシドリ

県の木：ヒノキ、ツバキ

県の花：雲仙ツツジ

県の動物：九州シカ
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平成２４年度（第９回）　免許状更新講習の認定一覧

●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

福岡県

福岡市

　「教職についての省察」「子どもの変化につ

いての理解」「教育政策の動向についての理

解」「学校の内外における連携協力について

の理解」の４つの事項について、幼稚園教育

にかかる現状の課題を踏まえながら受講者一

人一人が深く「保育の質」を考えていく要点

を提起していく内容としたい。

笠原　正洋（中村学園大学　教授）

原　孝成（西南女学院大学短期大学部

教授）

中坪　史典（広島大学大学院　准教授）

森　暢子（香蘭女子短期大学　准教授）

１２時間
平成２４年１２月１日～

平成２４年１２月２日
１００人

平２４- 

８１３４０-

００７４０号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

青森県
弘前市

①保育観察・・・教員は、子どもたちを集団
としてみる視点と、集団を構成する個人とし
てみる視点を持つことが必要である。保育観
察を通して、連続的に発達を遂げる子どもた
ちの今を的確にとらえるための視点を鍛え、
よりより幼児理解のための保育の記録のあり
方について考える。②子どもにとってのあそ
びの意味をとらえ直し、幼児理解を深めるた
めに、どのような視点が必要かを実践を通し
て考える。

岡　健（大妻女子大学教授）

６時間 平成２４年１０月１９日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６９８７号

山形県
山形市

　本講習は幼稚園教諭を対象とした講習で、
保育現場での質を高めることを目的とし、幼
稚園教育要領 5 領域より「表現」の分野につ
いて、造形・音楽・絵本を取り入れ、演習形
式での講習を実施する。

河合　規仁（東北文教大学准教授）
那須　一彦（東北文教大学短期大学部
教授）
川越　ゆり（東北文教大学短期大学部
准教授）

６時間 平成２４年１１月１０日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６９９１号

　
３
つ
子
の
魂
百

ま

で

と

い

う

フ

レ
ー
ズ
は
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
引
用

さ
れ
、
幼
児
教
育
は
大
切
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
、
世
間
一
般
に
広
く
薄
く
？
　
知

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
幼
児

教
育
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、
幼
児
教
育
の

重
要
性
を
誰
よ
り
も
認
識
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
性
を
説
明
せ

よ
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
果
た
し
て
世
間

一
般
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
で

し
ょ
う
か
…
…
◆
私
た
ち
が
子
ど
も
の
育

ち
に
ど
う
か
か
わ
り
、
環
境
を
通
し
て
子

ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て
い
く
か
の
説
明

責
任
を
果
た
せ
る
か
、
こ
れ
は
キ
ャ
リ
ア

に
関
係
な
く
果
た
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
先
日
京
都
の
新
規
採
用
の
先
生
た
ち

に
、「
も
し
、
あ
な
た
が
学
生
時
代
の
友

達
か
ら
『
幼
稚
園
の
先
生
っ
て
、
え
え
な

あ
、子
ど
も
と
遊
ん
で
歌
を
う
た
っ
た
り
、

お
遊
戯
し
た
り
楽
し
そ
う
や
ね
』
と
言
わ

れ
た
と
き
に
、
き
っ
と
あ
な
た
は
、『
わ

か
っ
て
な
い
な
あ
』
と
思
う
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
そ
の
友
達
に
、
私
た
ち
の
仕
事
の

重
要
性
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
実
践
と
研

修
を
重
ね
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
◆

秋
真
っ
只
中
、
幼
稚
園
で
子
ど
も
の
心
が

動
く
こ
と
を
喜
び
と
し
、
日
々
の
か
か
わ

り
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
大
切
に
し
た

い
と
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
・
川
名
マ
ミ
）

編
集

　

後
記

　
文
部
科
学
省
で
は
、「
第
５
回
全
国

家
庭
教
育
支
援
研
究
協
議
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
社
会
の
変
化
に
よ
っ

て
、
親
子
の
育
ち
を
支
え
る
様
々
な
人

間
関
係
が
弱
ま
り
、
親
と
子
、
地
域
や

社
会
と
の
間
で
、
豊
か
な
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
社
会
的
課
題
や
家
庭
教
育
の

今
日
的
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
▼
日
時

：

１１
月
２０
・
２１
日
▼
会
場

：

埼
玉
県
・
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教

育
会
館
▼
申
込
み

：

文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

全
国
家
庭
教
育
支
援
研
究
協
議
会

文科省
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講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

山形県
山形市

　本講習は幼稚園教諭を対象とした講習で、
幼稚園教育内容を深めることを目的とし、教
育課程の編成と指導計画の作成について学
び、幼稚園教育要領への理解を深めるものと
する。

粟野　桂子（学校法人山鳩学園東原幼
稚園園長、東北文教大学非常勤講師、
山形大学非常勤講師） ６時間 平成２４年１１月１１日 ４０人

平２４- 
８１３４０-
５６９９２号

福島県
郡山市

　「幼児の姿や保育の記録に基づいた計画と
評価」について理解と実践をふり返り、幼児
理解を深めるとともに保育現場における現代
的な課題について理解と知識を得ることを目
的とする。また、午前中は公開保育園におい
て保育研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の
更新者に焦点を当てた内容としている。

岡　健（大妻女子大学教授）

６時間 平成２４年１０月２７日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６９８９号

福島県
郡山市

　「教育課程と指導計画の内容を深めるため
に」　教育課程や指導計画は、古くて新しい
保育の課題で保育の現場でうまく定着してい
るものもある反面、指導計画がマンネリ化し
て、幼児の実態に応じていないものも見受
けられる。生き生きとした保育を生み出す教
育課程と指導計画とは何かを見直していきた
い。

安見　克夫 ( 東京成徳短期大学教授、
薬学士 )

６時間 平成２４年１２月２６日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６９９７号

茨城県
水戸市

　子どもは日々幼稚園の中で生活し遊んでい
る。その子どもの成長発達を支える土台は生
活であり遊びであると考える。幼稚園の役
割としての生活を子どもの視点と教師の視点
から考えていきたい。また遊びについては自
発的、自然発生的にこどもの中に生まれる遊
びと教師の提案する遊びについても考査した
い。

飛田　隆（茨城キリスト教大学文学部
児童教育学科講師）

６時間 平成２４年１１月１０日 ７０人
平２４- 
８１３４０-
５６９９０号

神奈川県
横浜市

　本講習では、幼児理解を深めるため、最新
の知見を学び、また、集団における子ども理
解、保護者との信頼関係の構築等についての
講習を行なう。

五十嵐　一枝（白百合女子大学教授）
秦野　悦子（白百合女子大学教授）
鈴木　忠（白百合女子大学教授）
宮下　孝広（白百合女子大学教授）

１２時間
平成２４年１２月１日、
平成２４年１２月１５日

１００人
平２４- 
８１３４０-
５６９９５号

長野県
松本市

①　「遊びは生きる力の源」／子ども達が生
涯にわたって、よく生きていくためには、幼
児期に「多様な大人と直に相互に関わり合う
こと」「本当の意味で遊びきる原体験」の 2
点が不可欠であるなどを中心に講習を行いた
い②　「幼児の成長と造形表現」／幼児の成
長を促す豊かな造形表現を楽しむ保育のあり
方 ( 演習を含む )」などを中心に講習を行い
たい。

小岩井　彰（信大教育学部人文学部非
常勤講師、長野県教育委員会東信教
育事務所生涯学習課主幹指導主事兼課
長）
北野　敏美（飯田女子短大幼児教育学
科長、同教授）

６時間 平成２４年１１月１７日 ７０人
平２４- 
８１３４０-
５６９８８号

大阪府
大阪市

　「幼稚園教諭がプロってどういうこと？」
幼稚園教諭がプロであるというのはどういう
ことか、実際の子どもと保育の姿から考える。
　「新しい乳幼児保育・教育に求められる保
育者論」　＝少子化時代に対応する＝　少子
化に対応する保・幼・小と連携した総合的な
保育内容を検討し、それらを実践する保育者
に、求められる資質を考える。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学部准
教授）
赤西　雅之（社会福祉法人子どもの家
福祉会理事長、甲南女子大学人間学部
総合子ども学科教授）

６時間 平成２５年３月２７日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５６９９３号

大阪府
大阪市

　本講習では、前半は「幼稚園教育要領と保
育の実践」をテーマに幼稚園教育要領に沿っ
た教育課程と保育計画の立案、そして保育実
践とのつながりを具体的にしながらその理解
を深めていきます。後半は「つながりある保
育～認定こども園から見えてきたもの～」を
テーマに、保育から教育へ・０歳から５歳の
つながりを写真や映像を通して日々の子ども
の姿から、より具体的に学んでいきます。

水谷　豊三（一般社団法人大阪府私立
幼稚園連盟理事長 , 学校法人成城学園
理事長 , 大阪教育大学非常勤講師）
中村　妙子（認定こども園常磐会短期
大学附属泉丘幼稚園、いずみがおか園
園長 , 常磐会短期大学　外部講師）

６時間 平成２４年１２月２０日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６９９６号

香川県
高松市

 本講習では、①「幼児期の生活における幼
児の発達と理解」というテーマで研究討議す
る。②社会の変化の中で幼児教育の動向を踏
まえ、「いま求められる保育の質とは何か」、
またそれを高めるための園内研修のあり方な
どについて講義の中から学ぶこととする。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学部准
教授）
松本　博雄（香川大学教育学部准教授）

６時間 平成２４年１０月１７日 ３５人
平２４- 
８１３４０-
５６９８６号

福岡県
福岡市

　幼稚園教育要領にもあるように、幼稚園教
育とは、幼児一人一人の特性に応じ、発達の
課題に即した指導をおこなうようにすること
が要点である。一人一人の特性に応じる保育、
個と集団のかかわり、個性を育む等々の問題
を、本講習では、整理分析し、わかりやすく
考察できる内容としたい。

北野　幸子（神戸大学大学院人間発達
環境学研究科准教授）
磯辺　錦司（椙山女学園大学教育学部
教授） ６時間 平成２４年１１月１７日 １００人

平２４- 
８１３４０-
５６９９４号


